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小笠原の花・木・鳥・魚 

花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 

鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

３/25現在 

父島 

100/100 

母島  

95.6/100 

 

２月気象状況    （父島） 

最高気温   24.7℃ 

最低気温   13.1℃ 

平均気温   19.5℃ 

平均湿度   70％ 

月降水量  116.5mm 

.0.㎜ 

 

住民基本台帳登録者数（３/１）                       

             2,606人 

             父島      母島                

  人口      2,134人   472人 

  世帯      1,209    261 

ＮＯ．６５６ 

平成 28年(2016) 

4/１(金) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

村村民民だだよよりり 

この後は、6月 14日に竣工して、東京竹芝で本土関係者へのお披露目を行います。そして、6月 19日には船体を小笠原へ回航

し、村民の皆さんへのお披露目を行うとともに、実際に母島航路を走る訓練航海を実施する予定です。 

7月 1日、母島出港より営業航海に就く予定となっています。 

新造船の就航を楽しみに待ちましょう！！             ●問合せ先  母島支所 ３－２１１１ 

                                       総務課企画政策室 ２－３１１１ 

新「ははじま丸」は桜咲く 3月 27日（日）に長崎市「渡辺造船所」にて命名・進水式を行いました。 

造船所のスタッフや多くのご来賓、進水式見学ツアーや地元の見学客の皆様、そして村長、議長、母島アクセスを考える会の

役員が見守る中、伊豆諸島開発㈱相良社長により船名を「ははじま丸」と命名しました。 

その後、造船所の責任者より進水準備完了の報告があり、いよいよ新「ははじま丸」誕生の瞬間を迎えます。母島の新成人代

表、田澤怜奈さんが、陸と船体を支える最後のロープ「支綱（しこう）」の切断を行うと、祝砲を受けながら大きな船体が海に滑

り出しました。 
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西
之
島
ク
ル
ー
ズ 

 

６
月
に
引
退
す
る
定
期
船
お
が
さ
わ
ら
丸
と
は
は

じ
ま
丸
の
あ
り
が
と
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、
小

笠
原
海
運
㈱
で
は
、
小
笠
原
村
協
力
に
よ
る
、
西
之

島
周
遊
ク
ル
ー
ズ
を
開
催
し
ま
す
。 

平
成
25
年
の
噴
火
以
降
、
溶
岩
流
が
堆
積
し
急
速

に
拡
大
を
続
け
て
い
た
西
之
島
で
す
が
、
噴
火
活
動

が
落
ち
着
き
、
お
が
さ
わ
ら
丸
で
父
島
を
出
港
し
て

西
之
島
沖
合
を
ゆ
っ
く
り
周
回
後
、
父
島
に
戻
る
臨

時
運
航
（
ク
ル
ー
ズ
）
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。 

航
海
中
は
、
船
内
イ
ベ
ン
ト
（
西
之
島
に
関
す
る

講
演
会
、
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
、
船
上
解
説
）

が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

【
申
込
方
法
】 

村
民
の
方
は
小
笠
原
海
運
㈱
父
島
営
業
所
ま
た
は 

東
京
島
し
ょ
農
協
母
島
店
で
お
申
込
み
・
ご
精
算
く

だ
さ
い
。 

【
実
施
日
】 

第
１
回 

４
月
23
日
（
土
） 

第
２
回 

５
月
31
日
（
火
） 

各
回
と
も
午
前
９
時
出
港
、
午
後
５
時
10
分
帰
港 

【
定
員
】
各
回
４
０
０
名 

【
運
賃
】
村
民
（
２
等
大
人
）
５
千
円
※
学
生
・
子

ど
も
な
ど
の
運
賃
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

第
１
回
に
お
申
込
み
の
方
は
、
小
笠
原
海
運
㈱
父 

島
営
業
所
ま
た
は
東
京
島
し
ょ
農
協
母
島
店
で
ご
精

算
く
だ
さ
い
。
第
２
回
の
ご
精
算
は
５
月
９
日
以
降

と
な
り
ま
す
。 

【
は
は
じ
ま
丸
乗
船
料
補
助
】 

 

村
よ
り
、
母
島
か
ら
の
参
加
者
に
、
は
は
じ
ま
丸 

の
乗
船
料
を
全
額
補
助
し
ま
す
。 

《
補
助
対
象
者
》 

母
島
村
民
の
方
で
、
ク
ル
ー
ズ
実
施
日
前
日
に 

母
島
か
ら
父
島
へ
移
動
し
、
実
施
日
翌
日
に
母
島

へ
帰
島
す
る
日
程
で
参
加
す
る
方 

 

《
手
続
方
法
》 

 
 

小
笠
原
海
運
㈱
へ
ク
ル
ー
ズ
の
申
込
後
、
母
島

支
所
の
窓
口
ま
た
は
電
話
に
て
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。
補
助
手
続
き
の
期
限
は
、
第
１
回
実
施
分
は

４
月
21
日
（
木
）
ま
で
、
第
２
回
実
施
分
は
５
月

27
日
（
金
）
ま
で
で
す
。 

【
は
は
じ
ま
丸
乗
船
時
の
ご
注
意
】 

乗
船
券
は
購
入
せ
ず
、
乗
船
口
に
い
る
村
役
場

職
員
の
受
付
後
、
乗
船
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

○
ク
ル
ー
ズ
全
般
に
つ
い
て 

小
笠
原
海
運
㈱
父
島
営
業
所 

２
―
２
１
１
１ 

○
船
内
イ
ベ
ン
ト
・
は
は
じ
ま
丸
運
賃
補
助
に
つ

い
て 

総
務
課
企
画
政
策
室 

 
 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 は
は
丸
ナ
イ
ト
・
は
は
じ
ま
丸 

島
め
ぐ
り
ク
ル
ー
ズ 

 

「
あ
り
が
と
う
！
お
が
さ
わ
ら
丸
、
は
は
じ
ま
丸
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
一
環
と
し
て
、
２
０
１
６
年
７
月

に
引
退
す
る
は
は
じ
ま
丸
に
感
謝
を
こ
め
て
母
島
で

左
記
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。 

【
は
は
丸
ナ
イ
ト
（
参
加
無
料
・
予
約
不
要
）】 

《
日
時
》
４
月
８
日
（
金
）
午
後
７
時
～ 

《
場
所
》
母
島
沖
港
大
岸
（
雨
天
時
は
沖
港
船
客

待
合
所
） 

《
内
容
》
小
笠
原
太
鼓
・
南
洋
踊
り
・
じ
ゃ
ん
け

ん
大
会
・
フ
ラ
・
ウ
ク
レ
レ
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
な
ど 

【
は
は
じ
ま
丸 

島
め
ぐ
り
ク
ル
ー
ズ
（
要
予
約
）】 

《
日
時
》
４
月
９
日
（
土
）
午
前
８
時
30
分 

～
10
時
30
分 

※
午
前
８
時
に
沖
港(

母
島
丸
乗
船
口)

集
合 

《
料
金
》
大
人
（
中
学
生
以
上
）
２
千
円 

 
 
 
 
 

小
学
生 

１
千
円 

 
 
 
 
 

小
学
生
未
満 

無
料 

【
申
込
方
法
】
料
金
を
添
え
て
、
母
島
観
光
協
会
窓

口
へ
。
母
島
島
外
に
お
住
ま
い
の
方
は
電
話
ま
た

は
メ
ー
ル
に
て
ご
予
約
を
承
り
ま
す
。 

【
申
込
締
切
】
４
月
７
日
（
木
）
午
後
５
時 

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り 

【
内
容
】
普
段
は
行
く
こ
と
の
で
き
な
い
母
島
の
属

島
（
姪
島
・
妹
島
な
ど
）
を
ク
ル
ー
ズ
し
ま
す
。(

景

色
や
見
ら
れ
る
生
物
に
つ
い
て
の
解
説
あ
り) 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
母
島
観
光
協
会 

 
 

３
―
２
３
０
０ 

メ
ー
ルinfo@hahajima.com 

 ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

  

プ
ロ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
よ
る
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー

ト
を
中
心
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
「IS

L
A

N
D

 J
A

Z
Z

 @
 

T
H

E
 E

A
R

T
H

 in
 O

G
A

S
A

W
A

R
A

 2
0
1
6

」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

（
詳
細
は
、
全
戸
配
布
さ
れ
た
チ
ラ
シ
、
掲
示
板
の

ポ
ス
タ
ー
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（「
ア
イ
ラ
ン
ド
ジ
ャ
ズ

小
笠
原
」
で
検
索
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
４
月
９
日
（
土
）
午
後
１
時
～
９
時 

 

※
雨
天
時
は
10
日
（
日
）
に
延
期 

【
場
所
】
大
神
山
公
園
お
祭
り
広
場
（
10
日
雨
天
の

場
合
、
二
見
港
船
客
待
合
所
） 

 
 ●

問
合
せ
先 

IS
L

A
N

D
 J

A
Z

Z
 @

 T
H

E
 E

A
R

T
H

 

現
地
実
行
委
員
会
事
務
局
（
産
業
観
光
課
内
） 

２
―
３
１
１
４  

あ
り
が
と
う
！
お
が
さ
わ
ら
丸
・
は
は
じ

ま
丸
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
審
査
投
票 

 

お
が
さ
わ
ら
丸
・
は
は
じ
ま
丸
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
作
品
の
審
査
投
票
を
行
い
ま
す
。
あ
な
た
が
選

ぶ
一
枚
を
ぜ
ひ
ご
投
票
く
だ
さ
い
。 

【
審
査
投
票
方
法
】 

お
が
さ
わ
ら
丸
作
品
28
点
・
は
は
じ
ま
丸
作
品

23
点
の
中
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
１
枚
を
選
び
、
作
品
番

号
と
氏
名
な
ど
必
要
事
項
を
「
投
票
用
紙
」
に
記
入

し
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
氏
名
な
ど
は
、
投
票
審
査
賞
に
当
選
さ
れ
た
場
合

の
み
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

※
投
票
は
１
人
に
つ
き
１
回
の
み
と
な
り
ま
す
。 

【
作
品
掲
示
（
投
票
）
期
間
・
場
所
】 

 

作
品
は
村
内
お
よ
び
お
が
さ
わ
ら
丸
船
内
で
掲
示

（
投
票
受
付
）
さ
れ
ま
す
。 

○
村
内 

《
投
票
期
間
》
４
月
１
日
（
金
） 

～
８
日
（
金
）
午
後
５
時
ま
で 

《
掲
示
場
所
》 

二
見
港
船
客
待
合
所
・
沖
港
船
客
待
合
所 

 

※
営
業
時
間
内
の
み
投
票
で
き
ま
す
。 

○
お
が
さ
わ
ら
丸
船
内 

《
投
票
期
間
》４
月
11
日（
月
）～
６
月
５
日（
日
）

の
父
島
入
港
ま
で 

《
掲
示
場
所
》 

お
が
さ
わ
ら
丸
船
内
Ｃ
デ
ッ
キ
案
内
所 

※
お
が
さ
わ
ら
丸
運
航
中
の
み
投
票
で
き
ま
す
。 

【
投
票
審
査
賞
】 

〇
「
新
船
お
が
さ
わ
ら
丸
」
披
露
会
ご
優
待
賞 

投
票
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
抽
選
で
10
組
20
名

様
に
、
６
月
29
日
（
水
）
東
京
港
竹
芝
桟
橋
で
開

催
さ
れ
る
「
新
船
お
が
さ
わ
ら
丸
」
披
露
会
の
特

別
優
待
券
が
当
た
り
ま
す
。
当
選
者
に
は
、
６
月

上
旬
に
ご
連
絡
し
ま
す
。 

〇
「
は
は
じ
ま
丸
特
別
賞
」 

投
票
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
、
抽
選
で
１
名
様
に

「
母
島
お
み
や
げ
詰
め
合
わ
せ
セ
ッ
ト
」
が
当
た

り
ま
す
。
抽
選
は
６
月
開
催
予
定
の
母
島
返
還
祭

当
夜
祭
で
行
い
、
そ
の
場
で
本
人
と
電
話
で
確
認

を
取
れ
た
方
が
当
選
と
な
り
ま
す
。 

※
協
賛
：
小
笠
原
海
運
株
式
会
社
・
小
笠
原
母
島

観
光
協
会 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 
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小
笠
原
村
産
業
祭  

 

特
産
品
・
工
芸
品
の
販
売
、
夜
店
で
の
飲
食
、
郷

土
芸
能
の
披
露
な
ど
、
小
笠
原
の
産
業
を
ま
る
ご
と

体
験
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。 

【
日
時
】
５
月
６
日
（
金
）
午
後
６
時
～
９
時 

【
場
所
】
父
島
大
神
山
公
園
お
祭
り
広
場 

 
 
 

（
雨
天
時
は
二
見
港
船
客
待
合
所
） 

※
詳
細
は
村
民
だ
よ
り
５
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

【
出
店
募
集
】 

飲
食
、
物
販
の
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。 

《
申
込
方
法
》
販
売
品
目
、
代
表
者
名
、
連
絡
先
住

所
、
電
話
番
号
を
添
え
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

《
申
込
締
切
》
４
月
15
日
（
金
） 

《
申
込
先
》
福
本
信
孝 

 

０
９
０
―
２
２
１
８
―
０
６
４
１ 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
産
業
活
性
化
対
策
協
議
会

（
産
業
観
光
課
内
２
―
３
１
１
４
） 

 

母
島
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

 

母
島
内
の
農
業･

漁
業･

商
工･

観
光
の
各
産
業
団
体

が
連
携
し
、
島
内
物
産
の
販
売
・試
食
を
行
い
ま
す
。 

【日
時
】 

５
月
１
日
（日
） 

午
前
10
時
～ 

※
物
産
が
売
り
切
れ
次
第
終
了
し
ま
す
。 

【会
場
】 

母
島
漁
協
水
産
物
販
売
セ
ン
タ
ー
周
辺 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

実
行
委
員
会
事
務
局 

３
―
２
１
１
１ 

 

 

狂
犬
病
予
防
注
射
と
犬
の
登
録 

 

狂
犬
病
は
現
在
、
日
本
で
の
発
生
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
周
辺
国
で
は
依
然
と
し
て
発
生
し
て
い
ま
す
。 

 
 

狂
犬
病
の
発
生
・
拡
大
の
防
止
を
図
る
た
め
に
は
、

犬
の
飼
い
主
が
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
登
録
と
予
防

注
射
を
確
実
に
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。 

生
後
91
日
以
上
の
犬
の
飼
い
主
に
は
、
次
の
こ
と

が
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

〇
現
在
居
住
し
て
い
る
自
治
体
で
飼
い
犬
を
登
録
し
、

鑑
札
を
装
着
す
る
こ
と 

〇
飼
い
犬
に
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ

せ
、
注
射
済
票
を
装
着
す
る
こ
と 

 

【
狂
犬
病
予
防
注
射
】 

飼
い
犬
に
は
忘
れ
ず
に
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

○
父
島 

 

《
日
時
》
４
月
12
日
（
火
）
午
前
９
時
～
正
午 

 

《
場
所
》
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

○
母
島 

 

《
日
程
》
４
月
13
日
（
水
）
午
前
10
時
～
正
午 

 

《
場
所
》
母
島
支
所 

※
荒
天
な
ど
に
よ
り
実
施
で
き
な
い
場
合
は
、
父
島

は
18
日
（
月
）、
母
島
は
19
日
（
火
）
に
変
更
し

ま
す
。 

【
費
用
】
釣
り
銭
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

予
防
注
射
の
み 

 
 
 

３
，
６
５
０
円 

 
 

予
防
注
射
と
新
規
登
録 

６
，
６
５
０
円 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

環
境
課
環
境
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 
 

島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
２
９
５
１ 

 

地
域
振
興
に
係
る
補
助
事
業
の
募
集 

（
第
１
回
） 

  

公
益
財
団
法
人
東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
で
は
、

島
し
ょ
地
域
の
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
島
し
ょ
地
域
の
地

域
振
興
を
目
的
と
し
て
実
施
す
る
事
業
に
対
し
て
、

そ
の
経
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。 

【
募
集
期
間
】
４
月
１
日
（
金
）
～
４
月
22
日
（
金
） 

【
対
象
事
業
】 

 

○
地
域
振
興
に
係
る
特
産
品
に
関
す
る
事
業 

 

○
地
域
振
興
に
係
る
観
光
振
興
に
関
す
る
事
業 

 

○
地
域
振
興
に
係
る
島
お
こ
し
を
担
う
人
材
育
成 

 
 

 
 

に
関
す
る
事
業 

 

○
そ
の
他
地
域
振
興
に
資
す
る
事
業 

 
 

①
地
元
の
元
気
創
生 

 
 

②
地
域
振
興
に
係
る
第
一
次
産
業
活
性
化
に
関

す
る
事
業 

 
 

③
地
域
振
興
に
係
る
環
境
保
全
に
関
す
る
事
業 

※
①
～
③
の
テ
ー
マ
は
平
成
28
年
度
限
定
で

対
象
事
業
に
追
加
さ
れ
た
内
容
で
す
。 

【
補
助
対
象
団
体
】 

○
概
ね
５
名
以
上
（村
内
在
住
者
）で
組
織
さ
れ
、

代
表
者
・
会
則
・
名
簿
等
の
あ
る
団
体
な
ど 

○
島
し
ょ
地
域
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
す
る
小

規
模
企
業
者
、
組
合
、
財
団
法
人
、
社
団
法
人
、

特
定
非
営
利
活
動
法
人
、
そ
の
他
東
京
都
島
し

ょ
地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
取
組
を
行
う
と

認
め
ら
れ
る
法
人
な
ど 

○
島
し
ょ
地
域
内
の
個
人
事
業
者 

※
中
小
企
業
、
創
業
予
定
者
は
対
象
外 

【
補
助
金
額
】 

補
助
対
象
経
費
の
５
分
の
４
以
内
で
１
０
０
万
円 

（
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
業
は
２
０
０
万
円
）

を
限
度
と
す
る
。 

【
事
業
期
間
】
事
業
開
始
～
平
成
29
年
３
月
31
日 

【
申
込
方
法
】
所
定
の
申
請
書
な
ど
を
提
出 

【
募
集
案
内
の
配
布
と
申
請
書
の
提
出
先
】 

《
父
島
》
総
務
課
企
画
政
策
室 

《
母
島
》
母
島
支
所
庶
務
係 

 

●
問
合
せ
先 

東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社 

企
画
管
理
課 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
５
４
７
２
―
６
５
４
６ 

総
務
課
企
画
政
策
室 

 
 

 

２
―
３
１
１
１ 

 

パ
ス
ポ
ー
ト
を
申
請
す
る
方
へ 

 

東
京
都
内
に
住
所
が
あ
る
方
の
パ
ス
ポ
ー
ト
に
か

か
る
手
続
き
は
、
小
笠
原
村
役
場
ま
た
は
母
島
支
所

窓
口
で
も
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
パ
ス
ポ
ー
ト
の

申
請
か
ら
交
付
ま
で
約
１
か
月
か
か
り
ま
す
の
で
、

余
裕
を
持
っ
た
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。 

ま
た
、旅
券
申
請
の
際
に
は
①
～
③
が
必
要
で
す
。 

①
戸
籍
謄
（
抄
）
本 

②
本
人
確
認
の
た
め
の
書
類
（
免
許
証
な
ど
） 

③
パ
ス
ポ
ー
ト
用
の
写
真 

 

※
本
籍
地
が
小
笠
原
村
で
な
い
方
の
戸
籍
謄
（
抄
）

本
は
村
役
場
お
よ
び
母
島
支
所
で
は
発
行
で
き
ま

せ
ん
。 

 
 
 

 

●
問
合
せ
先 

 

村
民
課
住
民
係 

 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
３ 

 
 

                                 

 
小笠原小学校 佐藤晴海さん 

 
小笠原小学校 木村万奏さん 
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固
定
資
産
税
台
帳
の
閲
覧
お
よ
び 

価
格
縦
覧
帳
の
縦
覧 

 

固
定
資
産
税
は
、
総
務
大
臣
の
定
め
る
固
定
資
産

評
価
基
準
に
よ
り
村
長
が
固
定
資
産
の
価
格
を
決
定

し
、
こ
の
価
格
に
基
づ
い
て
課
税
さ
れ
ま
す
。 

土
地
お
よ
び
家
屋
の
所
有
者
な
ど
は
、
こ
の
価
格 

を
知
る
た
め
、
固
定
資
産
税
台
帳
（
名
寄
帳
）
の
閲

覧
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

ま
た
、
固
定
資
産
税
の
納
税
者
は
、
村
内
の
ほ
か 

の
土
地
ま
た
は
家
屋
の
価
格
と
比
較
す
る
た
め
、
価

格
等
縦
覧
帳
を
縦
覧
で
き
ま
す
。 

【
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
】 

 

《
期
間
》
４
月
１
日
（
金
） 

～
平
成
29
年
３
月
31
日 

 
 

（
土
日
・
休
日
を
除
く
） 

 

《
時
間
》
午
前
８
時
～
午
後
５
時
15
分 

 
 

（
正
午
～
午
後
１
時
30
分
を
除
く
） 

【
価
格
等
縦
覧
帳
の
縦
覧
】 

 

《
期
間
》
４
月
１
日
（
金
）
～
５
月
31
日(

火) 

 
 

（
土
日
・
休
日
を
除
く
） 

 

《
時
間
》
午
前
８
時
～
午
後
５
時
15
分 

 
 

（
正
午
～
午
後
１
時
30
分
を
除
く
） 

【
閲
覧
お
よ
び
縦
覧
場
所
】 

 

《
父
島
》
財
政
課
税
務
係 

 

《
母
島
》
母
島
支
所
庶
務
係 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 

行
政
相
談
所
の
開
設 

 
【
日
時
】
４
月
12
日
（火
）午
後
７
時
～
９
時 

【
場
所
】
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
行
政
相
談
委
員
】 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当 

山
田
捷
夫 

《
住
所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村 

《
電
話
》
０
９
０
―
７
１
７
３
―
６
７
６
８ 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 
２
―
３
１
１
３ 

年
度
は
じ
め
の
窓
口
待
ち
時
間 

 

４
月
４
日
（
月
）、
４
月
５
日
（
火
）
は
転
入
手
続

き
な
ど
が
多
く
、
住
民
係
の
窓
口
が
大
変
に
混
雑
し

ま
す
。 

お
急
ぎ
で
な
い
場
合
は
、
４
月
５
日
（
火
）
の
午

後
以
降
に
ご
来
庁
い
た
だ
け
ま
す
と
ス
ム
ー
ズ
に
手

続
き
が
で
き
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 

東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス 

(

４
月
～
９
月
新
規
購
入
者
用) 

  

満
70
歳
以
上
の
方
に
は
、
お
申
込
み
に
よ
り
都
営

地
下
鉄
・
都
内
バ
ス
が
利
用
で
き
る
「
東
京
都
シ
ル

バ
ー
パ
ス
」
を
発
行
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】 

都
内
に
住
民
登
録
し
て
い
る
満
70
歳
以
上
の
方 

【
発
行
に
要
す
る
費
用
】 

①
27
年
の
合
計
所
得
額
が
１
２
５
万
円
以
内

の
方
…
１
千
円 

②
28
年
度
の
住
民
税
が
非
課
税
の
方 

…
１
千
円 

③
28
年
度
の
住
民
税
が
課
税
さ
れ
る
方
で
① 

 

 

以
外
の
方
…
１
万
２
５
５
円 

【
有
効
期
限
】
９
月
30
日 

【
必
要
書
類
】 

①
保
険
証
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類 

 

②
住
民
税
課
税
／
非
課
税
証
明
書
、
介
護
保
険
料

納
入(

決
定)

通
知
書
な
ど
の
所
得
額
等
を
確

認
で
き
る
も
の 

 
 

た
だ
し
、
住
民
税
等
の
賦
課
決
定
が
行
わ
れ
る

ま
で
は
、
27
年
度
の
書
類
で
代
用
で
き
ま
す
。 

※
継
続
購
入
の
方
は
、９
月
中
に
一
斉
更
新
し
ま
す
。 

 
 ●

問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 
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世
界
自
然
遺
産
に
関
す
る
取
組
発
表
会 

 
小
笠
原
の
世
界
自
然
遺
産
の
価
値
を
将
来
に
わ
た

っ
て
守
っ
て
い
く
た
め
の
様
々
な
取
組
が
、
行
政
機

関
を
は
じ
め
、
地
元
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
事
業
者
に
よ
っ
て

行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

関
係
行
政
機
関
（
環
境
省
、
林
野
庁
、
東
京
都
、

小
笠
原
村
）
か
ら
、
平
成
27
年
度
の
取
組
の
進
捗
状 

況
や
今
後
の
取
組
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。 

ま
た
、
昨
年
９
月
に
全
世
帯
と
中
高
生
を
対
象
と

し
て
実
施
し
た
「
世
界
自
然
遺
産
に
関
す
る
村
民
意

向
調
査
」
の
全
体
結
果
も
報
告
し
ま
す
。 

【
母
島
】 

《
日
時
》
４
月
19
日
（
火
）
午
後
７
時
～
９
時 

《
場
所
》
母
島
村
民
会
館
体
育
室 

【
父
島
】 

《
日
時
》
４
月
20
日
（
水
）
午
後
７
時
～
９
時 

《
場
所
》
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
多
目
的
室 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
課
環
境
係  

２
―
３
１
１
１ 

 

汚
泥
肥
料
の
配
布 

  

地
域
し
尿
処
理
場
に
お
い
て
、
生
活
排
水
を
処
理

す
る
工
程
で
発
生
す
る
余
剰
汚
泥
の
有
効
な
利
活
用

を
目
的
に
「
汚
泥
肥
料
」
と
し
て
農
林
水
産
省
に
肥

料
登
録
を
行
い
ま
し
た
。
登
録
に
あ
た
り
「
主
要
成

分
分
析
」「
有
害
成
分
試
験
」「
原
料
溶
出
試
験
」「
コ

マ
ツ
ナ
に
よ
る
食
害
試
験
」
を
行
い
、
す
べ
て
問
題

の
な
い
事
を
確
認
し
て
い
ま
す
。 

 

肥
料
の
配
布
は
、
少
量
（
バ
ケ
ツ
１
杯
程
度
）
か

ら
可
能
と
な
り
ま
す
の
で
、
家
庭
菜
園
、
プ
ラ
ン
タ

ー
で
の
栽
培
か
ら
農
地
ま
で
幅
広
く
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。（
大
量
に
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
２
ｔ
車
が

通
行
可
能
な
場
所
で
あ
れ
ば
配
達
し
ま
す
） 

 

肥
料
配
布
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
建
設
水
道
課
ま

た
は
母
島
支
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ご
相
談
の

上
、
配
布
日
時
を
設
定
い
た
し
ま
す
。 

 

本
肥
料
は
、
余
剰
汚
泥
の
水
分
を
絞
っ
た
ま
ま
の

も
の
で
あ
り
、
取
り
扱
い
な
ど
ま
だ
ま
だ
課
題
を
多

く
残
し
て
お
り
ま
す
が
「
自
分
た
ち
が
排
出
し
た
物

を
、
自
分
た
ち
で
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
」
と
い
う
視
点

か
ら
、
少
量
で
も
結
構
で
す
の
で
汚
泥
肥
料
の
利
活

用
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
配
布
申
込
・
問
合
せ
先 

 
 

建
設
水
道
課 

 

２
―
３
１
１
５ 

 
 
 
 
 
 
 
 

母
島
支
所 

 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

扇
浦
交
流
セ
ン
タ
ー 太

陽
光
発
電
設
備 

  

小
笠
原
村
は
、
小
笠
原
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
に

基
づ
き
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
進
め
て

い
ま
す
。
そ
の
取
組
と
し
て
、
扇
浦
交
流
セ
ン
タ
ー

に
太
陽
光
発
電
設
備
お
よ
び
蓄
電
池
設
備
を
設
置
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
停
電
時
や
災
害
時
で
も
太

陽
光
と
蓄
電
池
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
て
電
気
を

使
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。 

【
設
備
概
要
】 

 

《
太
陽
光
発
電
》
10
・
２
kW 

 

《
蓄
電
池
》
８
・
96

kW
／
ｈ 

                

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

奥
村
運
動
場 

 

だ
れ
で
も
ト
イ
レ
・
更
衣
室 

 

奥
村
運
動
場
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
に
、だ
れ
で
も

ト
イ
レ
と
更
衣
室
を
新
設
し
ま
し
た
。 

ト
イ
レ
は
常
時
ど
な
た
で
も
使
用
で
き
ま
す
。 

更
衣
室
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
の
使
用
時
お
よ

び
奥
村
運
動
場
利
用
者
の
更
衣
場
所
と
し
て
利
用
で

き
ま
す
。
ご
利
用
の
際
は
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
受
付
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。 

                

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会
事
務
局 

 
 
 
 

２
―
３
１
１
７ 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会 

 

２
―
２
４
８
６ 

 
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
・イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

接
続
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
支
払
方
法 

  

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー

ビ
ス
利
用
料
・
支
払
方
法
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
支
払
方
法
】 

 

〇
月
額
払 

 

〇
年
払
い
（４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
） 

【
利
用
料
】 

                      

※
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
利
用
料
減
免
対
象
の
方
は
、
利

用
料
が
減
額
さ
れ
ま
す
。 

 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
利
用
料
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接

続
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
支
払
方
法
の
変
更
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
４
月
15
日
（
金
）
ま
で
に
総
務
課
窓
口

ま
た
は
母
島
支
所
窓
口
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
Ｉ
Ｔ
推
進
係
２
―
３
７
８
０ 

 

組
織
名
の
変
更 

 

４
月
１
日
か
ら
会
計
管
理
者
補
助
組
織
の
名
称
を

変
更
し
ま
し
た
。 

取
扱
業
務
等
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

【
変
更
後
】
会
計
室 

【
変
更
前
】
出
納
課 

 
 
 

 

●
問
合
せ
先 

会
計
室 

 
 
 
 

２
―
３
１
８
０ 

◆ケーブルテレビ利用料 

支払方法 金額 

月払い利用料 1,540円 

年払い利用料 16,940円 

◆インターネット利用料 

利用形態 月額利用料 年払い利用料 

一般利用 4,110 円 45,210円 

事業所利用(１事業所につき) 9,250円 101,750 円 

同時接続台数 50 台を超え、  

グローバル IP アドレス付与に

よる利用者 

102,850 円 1,131,350円 
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村
役
場
人
事
異
動 

 

３
月
31
日
付 

【
退
職
者
】 

 

総
務
課
副
参
事
（
Ｉ
Ｔ
推
進
担
当
）
鈴
木 

敏
之 

 

出
納
課
長
出
納
係
長
事
務
取
扱 

菊
池 

元
弘 

 

医
療
課
診
療
所
係
（
母
島
診
療
所
）
渡
邉 

陽
子 

【
派
遣
終
了
】 

医
療
課
診
療
所
係
（
父
島
診
療
所
）
松
平 

恭
子

[

医
師] 

医
療
課
診
療
所
係
（
母
島
診
療
所
）
高
山 

陽[

医

師] 

【
任
期
満
了
】 

村
民
課
福
祉
係
（
父
島
保
育
園
）
岩
本 

由
美
子 

 

村
民
課
福
祉
係
（
母
島
保
育
園
）
稲
川 

雅
敏 

 
医
療
課
診
療
所
係
（
太
陽
の
郷
）
名
取 

亨 

 
医
療
課
診
療
所
係
（
太
陽
の
郷
）
鈴
木 

直
人 

【
再
任
用
終
了
】 

 

建
設
水
道
課
課
長
補
佐
（
調
整
担
当
）
増
山 

一
清 

 

出
納
課
出
納
係
主
査 

島
田 

絹
子 

 

４
月
１
日
付
《 

 
》
内
は
旧
所
属 

【
特
別
職
】 

 

副
村
長 

 
 

渋
谷 

正
昭
《
副
村
長
総
務
課
長
事
務
取
扱
》 

【
課
長
級
】 

総
務
課
長 

 
 

セ
ー
ボ
レ
ー 

孝
《
議
会
事
務
局
長
》 

 

教
育
課
長
（
昇
任
） 

 
 

持
田 

憲
一
《
産
業
観
光
課
課
長
補
佐
産
業
観

光
係
長
》 

 

議
会
事
務
局
長 

 
 

大
津 

源
《
教
育
課
長
》 

【
課
長
補
佐
級
】 

 

総
務
課
課
長
補
佐
Ｉ
Ｔ
推
進
係
長
（
昇
任
） 

櫻
田 

誠
《
総
務
課
Ｉ
Ｔ
推
進
係
長
》 

 

財
政
課
課
長
補
佐
財
政
係
長
（
昇
任
） 

 
 

及
川 

英
典
《
財
政
課
財
政
係
長
》 

 

村
民
課
主
任
保
育
士
（
母
島
保
育
園
）（
昇
任
） 

 
 

百
瀬 

美
津
子
《
村
民
課
福
祉
係
主
任
保
育
士

（
母
島
保
育
園
）》 

 

産
業
観
光
課
課
長
補
佐
産
業
観
光
係
長 

 
 

柏
木 

徹
《
産
業
観
光
課
課
長
補
佐
（
課
務
担

当
）》 

 

環
境
課
課
長
補
佐
環
境
係
長 

 
 

鶴
田 

典
之
《
総
務
課
課
長
補
佐
（
連
絡
調
整

担
当
）》 

【
係
長
級
】 

 

総
務
課
課
務
担
当
主
査
（
連
絡
調
整
担
当
） 

 
 

石
原 

洋
介
《
総
務
課
企
画
政
策
室
主
査
》 

 

総
務
課
総
務
係
主
査 

 
 

菊
池 

ひ
ろ
み
《
議
会
事
務
局
書
記
》 

 

総
務
課
総
務
係
主
査 

 
 

福
島 

武
史
《
母
島
支
所
庶
務
係
主
査
》 

 

総
務
課
企
画
政
策
室
主
査 

 
 

和
田 

東
《
環
境
課
環
境
係
長
》 

 

財
政
課
財
政
係
主
査 

 
 

町
井 

和
博
《
総
務
課
総
務
係
主
査
》 

 

財
政
課
税
務
係
長 

 
 

菊
池 

康
彦
《
村
民
課
福
祉
係
長
》 

 

村
民
課
住
民
係
主
査
（
昇
任
） 

 
 

伊
藤 

嘉
則
《
村
民
課
住
民
係
主
任
》 

 

村
民
課
福
祉
係
長 

 
 

嶋 

太
郎
《
医
療
課
診
療
所
係
長
》 

 

村
民
課
福
祉
係
技
能
長
（
父
島
保
育
園
） 

 
 

伊
藤 

千
栄
子《
村
民
課
福
祉
係
技
能
主
任（
父

島
保
育
園
）》 

 

医
療
課
診
療
所
係
長 

 
 

森
本 

誠
一
《
財
政
課
税
務
係
長
》 

 

会
計
室
主
査 

 
 

佐
々
木 

裕
美
《
財
政
課
財
政
係
主
査
》 

【
主
任
級
】 

 

村
民
課
福
祉
係
主
任
（
昇
任
） 

 
 

奥
原 
茂
《
村
民
課
福
祉
係
》 

 

母
島
支
所
施
設
係
主
任
（
昇
任
） 

 
 

田
口 

哲
郎
《
母
島
支
所
施
設
係
》 

 

議
会
事
務
局
書
記 

 
 

萩
原 

佳
代
《
村
民
課
住
民
係
主
任
》 

 

【
新
規
採
用
】 

 

産
業
観
光
課
付 

西
川 

大
介 

 

母
島
支
所
付 

片
股 

理 

 

医
療
課
付
（
小
笠
原
村
診
療
所
） 

内
藤 

咲
恵[

臨
床
検
査
技
師] 

 

医
療
課
付
（
太
陽
の
郷
） 

 

鈴
木 

直
人[

介
護
福
祉
士] 

 
 

齋
藤 

奈
美[

介
護
福
祉
士] 

 

村
民
課
付
（
父
島
保
育
園
） 

 

岩
本 

由
美
子[

任
期
付
保
育
士] 

 

医
療
課
付
（
太
陽
の
郷
） 

 

名
取 

亨[

任
期
付
介
護
員] 

 
 

近
藤 

有
美[

任
期
付
介
護
員] 

【
再
任
用
・
課
長
補
佐
級
】 

 

総
務
課
課
長
補
佐
（
Ｉ
Ｔ
推
進
担
当
）
鈴
木 

敏
之 

 

会
計
室
会
計
管
理
者 

菊
池 

元
弘 

【
派
遣
】 

医
療
課
診
療
所
係
（
父
島
診
療
所
）
納
屋 

樹[

医

師] 

医
療
課
診
療
所
係
（
母
島
診
療
所
）
米
山 

尚
慶

[

医
師] 

 

村
長
出
張
報
告 

 

【
出
張
期
間
】
１
月
16
日
～
２
月
３
日 

○
新
お
が
さ
わ
ら
丸
進
水
式 

○
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
全
体
構
想
認
定
書
受
領 

○
港
湾
関
係
会
議 

○
関
係
機
関
年
始
挨
拶
な
ど 

【
出
張
期
間
】
２
月
16
日
～
25
日 

○
日
本
離
島
セ
ン
タ
ー
創
立
50
周
年
記
念
式
典 

○
観
光
親
善
大
使
感
謝
状
贈
呈 

○
島
嶼
町
村
会
町
村
長
会
議 

○
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合
定
例
会
な
ど 

     

小笠原村職員募集 

職 種 
募集

人数 
年齢要件 資格等 配属先 採用時期 申込締切 試験日 

事 務 
若干

名 

昭和 59年 4月 2日～  

平成 10年 4月 1日生れ 
 

本庁又は 

事業所 

8月 

以降 
5/31 6/18・19 

助産師

看護師 

あわ

せて

1名 

昭和 51年 4月 2日以降 

生れ 

看護師免許（助産師は助産師免

許） 
母島診療所 

6月 

以降 
5/6 5/14 

介護 

福祉士 
1名 

昭和 31年 4月 2日以降 

生れ 
介護福祉士資格 

福祉事業所 

（太陽の郷） 

6月 

以降 
5/6 5/14 

詳しくは試験要項をご覧ください。要項は、村ホームページにも掲載しています。 

 問合せ先 総務課総務係 ２－３１１１ 
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母
島
巡
回
労
働
相
談 

 

【
日
時
】
４
月
18
日
（月
）午
後
５
時
～
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

 

○
労
働
条
件
（労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、 

離
職
、
解
雇
な
ど
） 

 

○
求
人
求
職
（求
人
・求
職
申
込
な
ど
） 

○
労
災
保
険
（加
入
、
労
災
給
付
な
ど
） 

 

○
雇
用
保
険
（加
入
、
失
業
給
付
な
ど
） 

※
都
合
が
悪
い
場
合
は
電
話
相
談
で
も
可
能
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所 

２
―
２
１
０
２ 

 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
へ
の
入
林
受
付 

お
よ
び
簡
易
講
習
（
新
規
・
更
新
） 

 
 

母
島
に
お
い
て
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利
用

す
る
た
め
の
簡
易
な
講
習
と
入
林
申
請
受
付
を
実
施

し
ま
す
。
対
象
者
は
村
民
と
し
て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

目
的
で
利
用
さ
れ
る
方
に
限
り
ま
す
。 

【
日
時
】
４
月
19
日
（火
）午
後
５
時
30
分 

～
６
時
30
分 

【
場
所
】
村
民
会
館
２
階
視
聴
覚
室 

 

【
必
要
な
も
の
】
①
印
鑑
②
村
民
お
よ
び
18
歳
以
上

で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
（免
許
証
な
ど
） 

※
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
に
は
、
講
習
終
了
後
、

入
林
申
請
に
基
づ
き
発
行
さ
れ
る
「年
間
パ
ス
」

が
必
要
で
す
。パ
ス
を
持
っ
て
い
な
い
方
は
お
気

軽
に
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
パ
ス
を
お
持

ち
の
方
も
有
効
期
間
（
受
講
日
か
ら
２
年
間
）
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 父
島
に
お
い
て
は
、
電
話
に
て
随
時
受
付
け
て
お

り
ま
す
。（講
習
は
午
前
９
時
～
午
後
５
時
の
間
で
１

時
間
程
度
行
い
ま
す
） 

    

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
４
０
３ 

 
 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課
２
―
２
１
０
３  

千
尋
岩
ル
ー
ト
外
来
種
除
去 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集 

  

千
尋
岩
指
定
ル
ー
ト
は
、
観
光
利
用
を
中
心
に
利

用
頻
度
の
高
い
歩
道
で
す
。 

 

現
在
、
村
内
で
は
外
来
植
物
の
駆
除
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
各
所
に
オ
オ
バ
ナ
セ
ン
ダ

ン
グ
サ
や
ホ
ナ
ガ
ソ
ウ
を
は
じ
め
と
す
る
外
来
植
物

が
分
布
し
て
い
ま
す
。 

 

村
民
の
皆
さ
ん
に
、
こ
れ
ら
外
来
植
物
の
除
去
作

業
を
通
じ
て
小
笠
原
の
森
林
や
そ
の
修
復
事
業
な
ど

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。 

【
日
時
】
４
月
17
日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時 

【
集
合
場
所
】
小
笠
原
総
合
事
務
所
駐
車
場 

【
実
施
内
容
】 

○
千
尋
岩
（
ハ
ー
ト
ロ
ッ
ク
）
周
辺
の
外
来
植
物

の
駆
除
作
業
（
草
の
抜
き
取
り
） 

○
除
去
植
物
の
運
搬
・
搬
出 

○
指
定
ル
ー
ト
の
散
策
な
ど 

※
片
道
約
２
時
間
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
後
に
１
時
間

程
度
の
駆
除
作
業
を
行
い
ま
す
。 

【
募
集
人
員
】
先
着
20
名
程
度 

【
応
募
資
格
】 

小
笠
原
村
に
居
住
し
て
い
る
方
（
山
域
で
の
屋

外
作
業
な
の
で
、あ
る
程
度
の
体
力
が
必
要
で
す
） 

【
募
集
期
間
】 

４
月
１
日
（
金
）
～
13
日
（
水
）
※
平
日
の
み 

【
そ
の
他
】
帽
子
、
軍
手
、
タ
オ
ル
、
お
弁
当
、
飲

料
な
ど
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

 

２
―
３
４
０
３ 

 

指
定
ル
ー
ト
「
ヤ
ン
グ
パ
ス
」
発
行
開
始 

 

「
小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
護
地
域
利
用
講
習
」

の
ル
ー
ル
が
改
訂
さ
れ
、
森
林
生
態
系
保
護
地
域
内

指
定
ル
ー
ト
利
用
の
う
ち
、
個
人
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
目
的
で
保
護
地
域
を
利
用
す
る
村
民
向
け
利
用

講
習
の
受
講
資
格
を
「
18 

歳
以
上
」
か
ら
「
４
月

１
日
現
在
16
歳
以
上
」
へ
引
き
下
げ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。 

18
歳
未
満
の
方
に
は
、
村
民
向
け
パ
ス
に
次
の
要

件
が
追
加
さ
れ
た「
ヤ
ン
グ
パ
ス
」を
発
行
し
ま
す
。 

○ 

入
林
申
請
書
に
は
保
護
者
な
ど
か
ら
の
同
意
書

を
添
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

○ 

入
林
許
可
の
対
象
は
本
人
限
り
と
し
、講
習
を
受

講
し
て
い
な
い
方
を
同
行
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。 

な
お
、
実
際
に
利
用
す
る
際
に
は
、
保
護
者
な
ど

に
行
き
先
や
帰
宅
時
間
を
告
げ
る
な
ど
安
全
を
確
保

し
て
く
だ
さ
い
。 

利
用
講
習
会
に
つ
い
て
は
改
め
て
ご
案
内
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

 
 

２
―
３
４
０
３ 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課 

２
―
２
１
０
３  

オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
の 

ね
ぐ
ら
の
保
全 

 
 

村
内
関
係
機
関（
環
境
省
、小
笠
原
支
庁
土
木
課
、

小
笠
原
村
環
境
課
・
産
業
観
光
課
・
教
育
委
員
会
事

務
局
）
か
ら
、
オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
の
ね
ぐ

ら
の
保
全
に
つ
い
て
、
ご
協
力
の
お
願
い
で
す
。 

新
浄
水
場
と
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー
、
扇
浦
海
岸

に
囲
ま
れ
た
森
林
は
、
鳥
獣
保
護
区
の
特
別
保
護
指

定
区
域
を
含
む
、
父
島
列
島
の
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
に
と

っ
て
唯
一
と
な
る
重
要
な
繁
殖
ね
ぐ
ら
で
す
。 

冬
か
ら
春
に
か
け
て
は
、
繁
殖
期
で
あ
る
た
め
、

特
に
多
く
の
個
体
が
集
ま
っ
て
お
り
、
日
中
に
、
扇

浦
海
岸
～
新
浄
水
場
間
の
車
道
脇
か
ら
オ
オ
コ
ウ
モ

リ
が
見
ら
れ
ま
す
。 

日
中
は
、
コ
ウ
モ
リ
に
と
っ
て
大
切
な
休
息
時
間

な
の
で
、
森
林
内
に
立
ち
入
っ
た
り
、
近
づ
い
て
観

察
し
な
い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 ２

―
７
１
７
４ 

 

亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー
施
設
公
開 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【
日
時
】
４
月
23
日
（
土
）
午
前
９
時
～
午
後
１
時

※
荒
天
中
止 

【
内
容
】 

○
研
究
成
果
の
展
示 

○
ク
イ
ズ
・
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー 

○
め
ず
ら
し
い
農
業
機
械
の
展
示 

○
野
菜
・
果
樹
・
観
葉
植
物
の
苗
木
販
売 

○
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
（
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
根
絶
事
業
の

記
録
） 

○
園
芸
教
室
「
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
の
挿
し
木

体
験
（
挿
し
木
苗
を
お
持
ち
帰
り
頂
き
ま
す
）」 

 

来
場
者
の
中
か
ら
抽
選
で
農
産
物
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。 

な
お
、
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

来
場
に
は
村
営
バ
ス
を
ご
利
用
下
さ
い
。 

 ●
問
合
せ
先 

亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー 

 
 

２
―
２
１
０
４ 

南
島
の
外
来
ネ
ズ
ミ
類
駆
除
の
結
果 

 

東
京
都
で
は
、
南
島
で
外
来
ネ
ズ
ミ
類
に
よ
る
海

鳥
へ
の
食
害
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
た
め
、
殺
鼠
剤
と

ベ
イ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
餌
箱
）
に
よ
り
駆
除
を
実

施
し
ま
し
た
。 

【
実
施
期
間
】 

平
成
27
年
12
月
14
日
〜
平
成
28
年
２
月
23
日 

【
使
用
し
た
殺
鼠
剤
】 

○
ヤ
ソ
ヂ
オ
ン
（
ダ
イ
フ
ァ
シ
ノ
ン
製
剤
） 

農
薬
取
締
法
に
則
り
１
ha
あ
た
り
３
㎏
を
上

限
と
し
ま
し
た
。 
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【
設
置
し
た
ベ
イ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
数
】 

○
南
島
全
域
に
２
２
４
個 

【
駆
除
実
施
前
か
ら
実
施
後
ま
で
の
ネ
ズ
ミ
類
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
結
果
】 

 

南
島
全
域
に
15
台
の
セ
ン
サ
ー
式
カ
メ
ラ
を
設

置
し
ネ
ズ
ミ
類
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
ま
し
た
。
駆
除 

前
と
比
べ
ネ
ズ
ミ
の
撮
影
地
点
数
は
減
少
し
ま
し
た 

が
、
ゼ
ロ
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
結
果
を

受
け
、
今
後
も
ネ
ズ
ミ
類
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
継
続

し
、
特
に
撮
影
頻
度
の
高
い
№
15
な
ど
の
対
応
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。 

      

  

       

【
殺
鼠
剤
の
残
留
成
分
】 

 

駆
除
実
施
前
と
実
施
直
後
に
土
壌
5
地
点
、
池
水

及
び
海
水
（
陰
陽
池
・
扇
池
）
4
地
点
か
ら
採
取
し

た
検
体
を
分
析
し
ま
し
た
。
各
回
と
も
全
地
点
に
つ

い
て
殺
鼠
剤
の
成
分
は
検
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

●
問
い
合
わ
せ
先 

 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当 ２

―
２
１
６
７ 

緑
地
帯
・
海
岸
の
施
設
利
用 

 

東
京
都
が
管
理
す
る
後
述
の
施
設
を
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
利
用
す
る
際
に
は
、
事
前
の

届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
土
木
課
（
大
神
山
公
園

は
「
大
神
山
公
園
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」）
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
な
お
、
ほ
か
の
使
用
者
や
周
辺
住
民
な

ど
に
迷
惑
が
か
か
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
は
、
利
用

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
予
め
ご
了
承
願
い
ま
す
。 

【
届
出
の
必
要
な
場
所
・
施
設
】 

○
北
袋
沢
緑
地
帯
（
八
ツ
瀬
川
沿
い
の
駐
車
場
と

ト
イ
レ
の
あ
る
場
所
） 

○
扇
浦
海
岸
（
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
は
村
役
場
産
業
観

光
課
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
） 

○
大
神
山
公
園
及
び
宮
之
浜
、
小
港
、
境
浦
、
三

日
月
山
、
コ
ペ
ペ
海
岸
の
各
園
地
な
ど 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課 

 
 
 
 

２
―
２
１
２
３ 

大
神
山
公
園
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
２
―
７
１
７
０  

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
日
時
】
４
月
22
日
（金
）午
前
10
時
～
正
午 

（１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
枠
） 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 ●
事
前
予
約
受
付
番
号 

 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

●
当
日
相
談
電
話
番
号
０
３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７ 

 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
※
予
約
が
必
要
で
す
。 

【
相
談
内
容
・時
間
】 

無
料
法
律
相
談
（１
コ
マ
40
分
以
内
） 

【
母
島
】 

《
日
時
》
４
月
14
日
（木
）午
後
７
時
～
９
時 

《
場
所
》
母
島
支
所 

【
父
島
】 

《
日
時
》
４
月
15
日
（金
）午
後
３
時
～
５
時 

《
場
所
》
村
役
場 

【
予
約
受
付
時
間
】
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時 

（土
・
日
・
祝
祭
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
） 

 

●
問
合
せ
先
・
予
約
電
話
番
号 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

０
３
―
３
５
９
５
―
８
５
７
５ 

●
相
談
日
の
連
絡
先 

村
民
課
住
民
係 

 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
３ 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

電
話
で
弁
護
士
に
相
談
で
き
る 

「島
し
ょ
法
律
相
談
」 

 

東
京
都
で
は
、
島
し
ょ
に
居
住
さ
れ
る
方
を
対
象

と
し
て
、
弁
護
士
の
法
律
相
談
（電
話
相
談
）を
実
施

し
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。 

【
相
談
日
】
月
・水
・金
曜
日(

祝
日
・年
末
年
始
の
閉

庁
日
を
除
く) 

【
相
談
時
間
】
午
後
１
時
～
４
時 

※
事
前
に
ご
予
約
い
た
だ
く
と
確
実
で
す
。 

【
事
前
予
約
】
月
～
金
曜
日(

祝
日
・年
末
年
始
の
閉

庁
日
を
除
く) 

 

【
予
約
受
付
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後
５
時 

 

●
相
談
・予
約
・問
合
せ
先 

 

東
京
都
生
活
文
化
局
広
報
広
聴
部
都
民
の
声
課 

０
３
―
５
３
８
８
―
２
２
４
５ 

 い
き
い
き
体
操
教
室
２
０
１
６ 

 

運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
た
い
方
向
け
の
内
容
で
す
。 

【
父
島
】 

《
期
間
》
４
月
12
日
（火
）～
７
月
上
旬 

《
時
間
》
午
前
９
時
30
分
～
11
時 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

《
内
容
》
筋
力
の
維
持
増
進
、
関
節
可
動
域
の
維

持
、
身
体
の
バ
ラ
ン
ス
調
整 

《
申
込
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
窓
口 

【
母
島
】 

《
時
間
》
午
後
２
時
～
３
時
30
分 

《
場
所
》
母
島
支
所
大
広
間 

《
内
容
》
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（屋
外
）を
中
心
に
、
身
体

の
バ
ラ
ン
ス
調
整 

《
申
込
》
母
島
支
所
ま
た
は
母
島
明
老
会 

【
対
象
者
】
60
歳
以
上
の
村
民
の
方 

【
日
程
】
火･

木
曜
日
（祝
祭
日
は
除
く
） 

【
持
ち
物
】
タ
オ
ル
、
運
動
に
適
し
た
服
装
、
飲
み

物･

上
履
き
（父
島
の
み
） 

 

●
問
合
せ
先 

父
島
明
老
会 

 
 
 
 
 

 

２
―
３
９
１
１ 

母
島
明
老
会 

 
 
 
 
 

 

３
―
７
３
７
３ 

 

小
笠
原
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

◎
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動 

 

小
笠
原
警
察
署
で
は
「子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通

事
故
防
止
」「飲
酒
運
転
の
根
絶
」を
テ
ー
マ
に
春
の

全
国
交
通
安
全
運
動
を
行
い
ま
す
。 

【
期
間
】
４
月
６
日
（水
）～
15
日
（金
） 

◎
母
島
交
通
安
全
講
習
会 

ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。 

【
日
時
】
４
月
26
日
（火
）午
後
６
時
30
分
～ 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
体
育
室 

【
内
容
】
交
通
安
全
の
講
話
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞 

◎
小
笠
原
交
通
少
年
団
の
募
集 

平
成
28
年
度
の
小
笠
原
交
通
少
年
団
員
を
募
集
し

ま
す
。 

交
通
少
年
団
は
、
活
動
を
通
じ
て
周
囲
の
人
々
に
交

通
安
全
を
呼
び
か
け
、
団
員
自
ら
が
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

を
守
り
、
思
い
や
り
の
心
を
持
っ
た
社
会
人
に
育
つ
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

主
な
活
動
は
、
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
パ
ト 

カ
ー
に
よ
る
広
報
活
動
で
す
。 

【
申
込
資
格
】
小
笠
原
小
学
校
１
年
生
～
６
年
生 

【
申
込
期
間
】
４
月
30
日
（
土
）
午
後
５
時
ま
で
に

申
込
ま
れ
た
方
に
は
、
５
月
に
入
団
式
を
予
定
し

て
い
ま
す
。（
募
集
は
年
間
を
通
じ
て
行
い
ま
す
） 

【
申
込
場
所
】
小
笠
原
警
察
署 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
警
察
署 

 
 
 
 

  

２
―
２
１
１
０ 

（
母
島
交
通
安
全
講
習
会
に
つ
い
て
） 

母
島
駐
在
所 

 
 
 
 
 

  

３
―
２
１
１
０ 
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ギ
ャ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
・
キ
ッ
ズ
開
催 

 

◎
第
45
回
「
惑
星
た
ち
の
い
の
ち
」 

木
星
が
見
え
て
き
た
よ
！
望
遠
鏡
で
み
て
み
よ

う
！
木
星
に
生
き
も
の
は
い
る
の
か
な
？ 

【
日
時
】
４
月
13
日
（水
）午
後
７
時
〜
８
時
30
分 

【
対
象
者
】
小
学
校
３
年
生
以
上 

※
１
、
２
年
生
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
可
能 

【
募
集
人
数
】
30
名 

【
集
合
場
所
】
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
多
目
的
室 

【
参
加
費
】
３
０
０
円
（
保
険
代
含
む
） 

※
２
回
目
か
ら
は
１
０
０
円 

【
申
込
締
切
】
４
月
12
日
（
火
） 

【
申
込
方
法
】
小
学
校
玄
関
の
申
込
箱
に
申
込
用
紙

を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

国
立
天
文
台
内 

 

２
―
７
３
３
３  

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

【
４
月
の
開
館
日
】 

お
が
さ
わ
ら
丸
の
入
港
日
～
出
港
日
（
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
）
お
よ
び
観
光
船
入
港
中 

※
４
月
27
日
（水
）～
５
月
13
日
（金
）は
毎
日 

【
特
別
展
】 

〇
本
館(

企
画
展
示
室) 

「
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
展
」
～Wonderful

 
Whale 

Watching World

～ 

○
新
館 

「
い
る
か
展
」
４
月
11
日
（
月
）
ま
で 

 

「
小
笠
原
の
ど
う
ぶ
つ
展
」
４
月
27
日
（
水
）
～ 

【
そ
の
他
の
展
示
】 

 

「
深
海
の
宝
箱
～
宝
石
サ
ン
ゴ
展
」 

４
月
15
日
（
金
）
ま
で 

 

「
小
笠
原
ラ
ン
展
～
小
笠
原
の
自
然
と
ラ
ン
」 

   

４
月
27
日
（
水
）
～
６
月
８
日
（
水
） 

【
そ
の
他
催
し
】 

「
宝
石
サ
ン
ゴ
で
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
」 

《
日
時
》
４
月
14
日
（
木
）
午
後
３
時
～ 

 
 
 
 

４
月
15
日
（
金
）
午
前
10
時
～ 

《
参
加
費
》
無
料 

《
定
員
》
各
回
５
名
（
10
歳
以
下
は
保
護
者
同
伴
） 

《
申
込
方
法
》
氏
名
、
年
齢
、
希
望
日
時
、
電
話
番

号
を
明
記
し
、
メ
ー
ル
（
件
名
「
ア
ク
セ
サ
リ
ー

作
成
希
望
」）ま
た
は
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

《
申
込
先
》
立
正
大
学 

研
究
推
進
・
地
域
連
携
課  

０
４
８
―
５
３
６
―
６
０
１
９ 

メ
ー
ル
：kshien@ris.ac.jp  

【
講
演
会
】 

「
宝
石
サ
ン
ゴ
の
持
続
的
利
用
を
目
指
し
て
～
そ
の

利
用
の
歴
史
と
生
態
」 

《
日
時
》
４
月
14
日
（
木
）
午
後
７
時
～ 

講
演
者
：
立
正
大
学
地
球
環
境
学
部 

岩
崎
望 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
０
０
１ 

※
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
・
講
演
会
に
つ
い
て 

立
正
大
学 

 

０
４
８
―
５
３
９
―
１
６
３
８ 

※
小
笠
原
ラ
ン
展
に
つ
い
て 
 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
公
園
係
２
―
２
１
６
５ 

 

硫
黄
島
３
島
ク
ル
ー
ズ
参
加
者
募
集 

 

お
が
さ
わ
ら
丸
で
の
原
生
自
然
環
境
保
全
地
域
南

硫
黄
島
を
含
む
、
北
硫
黄
島
、
硫
黄
島
３
島
の
ク
ル

ー
ジ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。 

【
実
施
日
時
】
５
月
22
日
（日
）午
後
７
時
父
島
出
港

～
23
日
（月
）午
後
７
時
父
島
着 

【
参
加
費
】 

○
大
人 

 

１
万
８
千
円 

 

○
学
生 

 

１
万
６
千
円 

 

○
小
学
生 

１
万
円 

※
参
加
費
に
は
２
等
船
賃
、
旅
行
傷
害
保
険
料
、

燃
料
調
整
金
お
よ
び
消
費
税
を
含
み
ま
す
。 

※
上
級
席
を
ご
希
望
の
方
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

※
各
島
に
は
上
陸
で
き
ま
せ
ん
。 

※
海
上
状
態
に
よ
り
行
程
の
変
更
・
中
止
を
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。 

【
申
込
締
切
】
５
月
６
日
（金
） 

 

●
申
込
・問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
海
運
（株
）父
島
営
業
所
２
―
２
１
１
１ 

                                   

   

専
門
診
療
（産
科
・
婦
人
科
） 

 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
４
月
21
日
（
木
）
～
26
日
（火
） 

※
23
日
（土
）・
24
日
（日
）を
除
き
ま
す
。 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
４
月
28
日
（
木
） 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

 

産
科
・
婦
人
科
専
門
診
療
は
予
約
制
で
す
。（
早
め

の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
） 

助
産
師
へ
の
相
談
な
ど
は
、
診
療
に
関
わ
ら
ず
お

気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

 
 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
診
療
所 

 
 
 

         

２
―
３
８
０
０ 

 
 

母
島
診
療
所 

 
 
 
 
 

         

３
―
２
１
１
５ 

    

乳
幼
児
健
診
・歯
科
健
診 

   

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。 

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は

電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

○
対
象
者
…
４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、 

１
歳
６
か
月
、
２
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【
父
島
】 

《
日
時
》
４
月
８
日
（金
） 

受
付
時
間 

午
後
２
時
～
３
時 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

【
母
島
】 

《
日
時
》
４
月
19
日
（火
） 

受
付
時
間 

午
後
２
時
～
３
時 

《
場
所
》
母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル

ー
ム 

 ●
予
約
・問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係
２
―
３
９
３
９ 

４月の燃料油価格変動調整金 
 

 ４月の調整金を含む運賃（旅客・貨物）は、次のとおりとなります。 

翌月以降の調整金については、直接営業所（２―２１１１）まで、お問い合

わせください。※（  ）内は変動調整額 単位：円 

伊
豆
諸
島
開
発
㈱ 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０ 

貨
物
運
賃 

１  等  品 ８，４４３ （+149） 

２  等  品 ７，９１６ （+140） 

３  等  品 ７，３８９ （+131） 

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下 ８４６ （+15） 

０．０７５トン以下 ６３７ （+11） 

 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ４，０００ （+120） ２，０００ （+60） 

１ 等 ７，９９０ （+230） ４，０００ （+120） 

村民割引 
（往復）２等 ４，８００ （+140） ２，４００ （+70） 

 

小
笠
原
海
運
㈱ 

０
３
―
３
４
５
１
―
５
１
７
１ 

等 級 大 人 小 人 
２ 等 ２１，４７０ （-1,740） １０，７４０ （-870） 

特 ２ 等  ３２，２００ （-2,610） １６，１００ （-1,310） 

１ 等 ４２，９６０ （-3,480） ２１，４８０ （-1,740） 

特 １ 等  ４９，６７０ （-4,020） ２４，８４０ （-2,010） 

特 等 ５３，７６０ （-4,350） ２６，８８０ （-2,180） 

２等（学割） １７，１８０ （-1,390）  
２ 等 

（身障者割引） 
１０，７４０ （-870）  ５，３７０ （-440） 

村民割引 
（片道）２等・ 
特２等・１等 
※往復は倍額 

２等：16,110 

特２等：26,840 

１等：37,600 

（-1,300）    

（-2,170）

（-3,040） 

２等：8,060 

特２等：13,420 

１等：18,800 

（-650）    

（-1,090）

（-1,520） 

 

 貨
物
運
賃 

１  等  品 １４，８５６ （-782） 

２  等  品 １３，８３０ （-728） 

３  等  品 １２，７２２ （-670） 

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下  １，４８９ （-78） 

０．０７５トン以下  １，１０８ （-58） 

 

お
が
さ
わ
ら
丸 は

は
じ
ま
丸 
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  平
成
28
年
度 

定
期
予
防
接
種
年
間
予
定
表 

 

４
月
よ
り
、
定
期
予
防
接
種
を
月
１
回
の
実
施
と

な
り
ま
す
。 

日
本
脳
炎
、
麻
し
ん
・
風
し
ん
（
保
育
園
年
長
）・

二
種
混
合（
小
学
校
６
年
生
相
当
）の
対
象
者
へ
は
、

日
程
の
詳
細
と
問
診
票
を
個
別
通
知
い
た
し
ま
す
。 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
（父
島
） 

 【
対
象
者
】
20
歳
以
上
の
方
（医
師
か
ら
運
動
を
と

め
ら
れ
て
い
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
） 

【
日
時
】
４
月
13
日
（水
）午
前
９
時
30
分
～
11
時 

【
集
合
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
入
口 

【
内
容
】
ウ
オ
ー
キ
ン
グ 

【
持
ち
物
】
歩
き
や
す
い
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物 

※
雨
天
の
場
合
は
室
内
運
動
と
な
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

予
防
接
種
（母
島
） 

  

保
育
園
年
長
、
小
学
６
年
生
を
対
象
に
、
定
期
予

防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。
対
象
者
に
は
個
別
に
通
知

し
ま
す
。 

【
接
種
種
類
】 

 

○
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
…
保
育
園
年
長 

 

○
２
種
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
）
混
合
…
小
学

６
年
生 

【
実
施
場
所
】
母
島
診
療
所 

【
実
施
日
】
４
月
28
日
（
木
） 

 
 

【
受
付
時
間
】
個
別
に
通
知
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

母
島
支
所 

 
 
 
 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

     

世
界
自
然
遺
産
の
コ
ー
ナ
ー 

 

◎
新
し
く
村
民
に
な
ら
れ
た
方
へ 

【
小
笠
原
の
世
界
遺
産
】 

世
界
遺
産
と
は
、
将
来
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い 

く
べ
き
人
類
共
通
の
か
け
が
え
の
な
い
財
産
で
す
。 

世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
た
め
に
は
「
自
然 

景
観
」「
地
形
・
地
質
」「
生
態
系
」「
生
物
多
様
性
」

の
４
つ
の
評
価
基
準
の
う
ち
１
つ
以
上
を
満
た
し
て

い
る
必
要
が
あ
り
、
小
笠
原
諸
島
は
「
生
態
系
」
の

基
準
に
合
致
し
て
い
る
と
し
て
、
平
成
23
年
６
月
に

世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。 

【
小
笠
原
の
価
値
と
は
】 

海
に
よ
っ
て
隔
て
ら
れ
た
島
々
か
ら
な
る
小
笠
原 

で
は
、
独
自
の
進
化
を
と
げ
た
多
く
の
固
有
の
生
き

も
の
や
、
そ
れ
ら
が
織
り
な
す
生
態
系
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
生
態
系
が
、
小
さ
な
海

洋
島
に
お
け
る
生
物
の
進
化
を
示
す
典
型
的
な
見
本

（
特
に
陸
産
貝
類
や
植
物
）
と
し
て
、
世
界
的
な
価

値
を
持
つ
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

【
小
笠
原
の
自
然
を
守
る
た
め
に
】 

小
笠
原
に
従
来
か
ら
生
息
・
生
育
す
る
生
き
も
の

は
、
外
敵
か
ら
身
を
守
る
方
法
を
知
ら
な
い
た
め
、

環
境
の
変
化
や
外
敵
の
侵
入
に
対
し
、
と
て
も
影
響

を
受
け
や
す
く
、
こ
の
よ
う
な
生
き
も
の
を
守
る
た

め
、
関
係
行
政
機
関
な
ど
で
は
様
々
な
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
新
た
な
外
来
種
を
増
や
さ
な
い
た
め
に

は
、
村
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。 

【
内
地
か
ら
小
笠
原
に
戻
る
と
き
は
】 

○
小
笠
原
に
い
な
い
生
き
も
の
を
持
ち
込
ま
な
い

で
く
だ
さ
い
。 

○
持
ち
込
む
つ
も
り
は
な
く
て
も
、
土
に
紛
れ
て

持
ち
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
土
付

き
の
苗
を
持
っ
て
こ
な
い
よ
う
に
し
、
靴
底
に

泥
が
つ
い
て
い
た
ら
、
出
発
前
に
落
と
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。 

※
土
付
き
の
苗
木
な
ど
を
、
父
島
お
よ
び
イ
エ
シ

ロ
ア
リ
生
息
地
域
（
沖
縄
・
九
州
か
ら
関
東
の

太
平
洋
側
を
中
心
と
し
た
地
域
）
か
ら
母
島
に

持
ち
込
む
こ
と
は
、
村
の
「
イ
エ
シ
ロ
ア
リ
条

例
」
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

【
属
島
に
行
く
と
き
は
】 

父
島
で
は
、
侵
入
し
た
外
来
の
プ
ラ
ナ
リ
ア
（
ニ

ュ
ー
ギ
ニ
ア
ヤ
リ
ガ
タ
リ
ク
ウ
ズ
ム
シ
）に
よ
っ
て
、

父
島
固
有
の
カ
タ
ツ
ム
リ
が
激
減
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
父
島
、
母
島
で
昆
虫
相
に
深
刻
な
打
撃
を
与
え

た
グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー
ル
は
、
残
念
な
が
ら
平
成
25
年

３
月
に
兄
島
へ
の
侵
入
が
確
認
さ
れ
、
現
在
根
絶
に

向
け
た
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
外
来
種
の
さ
ら
な
る
侵
入
・
拡
散
を
防

ぐ
た
め
に
、
十
分
な
配
慮
が
必
要
で
す
。 

○
靴
や
サ
ン
ダ
ル
の
泥
を
確
実
に
落
と
し
て
か
ら

出
発
し
ま
し
ょ
う
。（
泥
の
中
に
は
プ
ラ
ナ
リ

ア
が
紛
れ
込
ん
で
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
） 

○
船
や
カ
ヤ
ッ
ク
、
荷
物
な
ど
に
生
き
も
の
が
入

り
込
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
出
発

前
に
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
取
り
除
き
ま
し
ょ
う
。 

【
ペ
ッ
ト
を
飼
育
し
て
い
る
方
は
】 

ペ
ッ
ト
は
私
た
ち
の
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
が
、

野
生
に
放
さ
れ
て
し
ま
え
ば
、
野
生
の
生
き
も
の
に

影
響
を
与
え
る
外
来
種
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

○
無
責
任
に
捨
て
な
い
よ
う
、
最
後
ま
で
適
正
に

飼
い
ま
し
ょ
う
。 

○
む
や
み
に
繁
殖
し
て
数
が
増
え
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。 

○
逃
げ
出
さ
な
い
よ
う
屋
内
や
工
夫
さ
れ
た
ケ
ー

ジ
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。 

○
動
物
だ
け
で
な
く
、
水
草
な
ど
も
野
外
に
捨
て

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

私
た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
が
意
識
し
、
行
動
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
小
笠
原
の
貴
重
な
自
然
を
守
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
課
環
境
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

 

天
然
記
念
物
の
コ
ー
ナ
ー 

 

◎
マ
イ
マ
イ
の
イ
マ  

 

第
十
三
貝
「
Ａ
Ｋ
Ｙ
～
あ
え
て
、
空
気
を
、
読
ま

な
い
～
」 

 

世
界
中
に
仲
間
は
あ
と
30
。
な
の
に
少
子
化
、
家

族
で
暮
ら
せ
な
い
、
偏
食
家
と
き
た
！
ヤ
バ
イ
ヨ
ヤ

バ
イ
ヨ
！
わ
が
ま
ま
ゆ
う
て
る
場
合
じ
ゃ
な
い
！
間

に
合
わ
な
い
か
ら
！  

 

と
、
い
っ
て
も
し
か
た
な
い
か
。
な
ん
で
も
ゲ
ン

ダ
イ
人
の
尺
度
で
測
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
の
か
も
。 

 

 

Ｈ28

４ 

月 

５ 

月 

６ 

月 

７ 

月 

８ 

月 

９ 

月 

10 

月 

11 

月 

12 

月 

Ｈ29

１ 

月 

２ 

月 

３ 

月 

予

防

接

種

日 

・Hib 

・肺炎球菌 

・四種混合 

・ＢＣＧ 

・麻しん風し

ん混合 

・水痘 

・日本脳炎 

 

7 

(木) 

 

12 

(木) 

 

9 

(木) 

 

7 

(木) 

 

4 

(木) 

 

1 

(木) 

 

6 

(木) 

 

10 

(木) 

 

8 

(木) 

 

5 

(木) 

 

2 

(木) 

 

2 

(木) 

 

【父島】《受付時間》午後２時 30分～４時《接種場所》小笠原村診療所 

【母島】《受付時間》午後３時 30分～４時《接種場所》母島診療所 
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ぼ
く
た
ち
は
、
ご
ま
つ
ぶ
よ
り
小
さ
な
、
新
種
か

も
し
れ
な
い
の
に
絶
滅
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い

彼
ら
を
、「
ト
モ
シ
ビ
」
エ
ン
ザ
と
呼
び
、
灯
を
絶
や

さ
な
い
取
り
組
み
を
始
め
た
。
父
島
の
最
後
の
生
息

地
で
見
つ
か
っ
た
時
に
は
既
に
外
来
の
捕
食
者
た
ち

に
食
べ
つ
く
さ
れ
て
い
て
、
31
匹
し
か
見
つ
か
ら
な

か
っ
た
。
繁
殖
を
試
み
る
も
の
の
、
３
ミ
リ
の
体
を

し
て
、
出
て
く
る
卵
は
１
ミ
リ
に
も
満
た
な
い
の
を

ひ
と
つ
ぶ
だ
け
！
し
か
も
そ
の
卵
、
よ
け
て
お
か
な

い
と
、
間
違
っ
て
食
べ
て
し
ま
う
。
か
と
い
っ
て
、

卵
を
ま
と
め
て
同
じ
場
所
に
置
い
て
お
く
と
、
先
に

生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
が
隣
の
卵
を
食
べ
て
し
ま
う
。 

 

し
か
た
が
な
い
か
ら
、毎
日
、「
産
み
ま
し
た
か
ー
」、

と
家
宅
捜
索
を
し
て
、
卵
が
あ
っ
た
ら
１
つ
ず
つ
保

育
器
に
。野
菜
は
食
べ
な
い
の
で
、カ
ビ
を
培
養
し
、

ご
ま
つ
ぶ
で
も
辿
り
着
け
る
よ
う
に
薄
く
ス
ラ
イ
ス

し
、
菌
糸
が
ふ
わ
ふ
わ
過
ぎ
る
と
絡
ま
っ
て
死
ぬ
の

で
指
で
押
し
て
寝
か
せ
。
な
ん
と
ま
あ
、
手
の
か
か

る
こ
と
。 

 

で
も
な
ぜ
か
彼
ら
の
お
世
話
は
あ
ま
り
嫌
で
は
な

い
の
で
す
。
手
が
か
か
る
子
ほ
ど
か
わ
い
い
と
言
い

ま
す
か
、
不
器
用
で
あ
る
こ
と
が
ほ
ほ
え
ま
し
い
と

い
い
ま
す
か
。 

 

生
物
多
様
性
だ
と
か
、進
化
の
価
値
が
高
い
と
か
、

そ
れ
は
そ
れ
で
大
切
な
の
だ
け
ど
、
も
っ
と
感
覚
的

に
、
絶
滅
し
か
か
っ
た
島
の
生
物
た
ち
の
、
の
ん
び

り
で
不
器
用
そ
う
な
姿
に
、
忙
し
く
な
り
す
ぎ
た
世

界
の
僕
た
ち
は
、「
ほ
っ
と
、
ひ
と
い
き
」
癒
さ
れ
て

い
る
の
か
も
。 

 

他
の
世
界
か
ら
離
れ
、
独
自
の
暮
ら
し
方
に
目
覚

め
た
、深
海
の
生
物
に
も
似
て
い
る
よ
う
な
世
界
が
、

こ
こ
、小
笠
原
の
ミ
ク
ロ
の
世
界
に
は
あ
る
の
で
す
。

世
の
中
の
流
れ
に
つ
い
て
い
け
な
い
こ
と
が
恥
ず
か

し
い
の
で
は
な
い
、
遅
い
こ
と
が
悪
い
の
で
は
な
い

世
界
も
、
絶
滅
し
な
い
で
、
残
る
と
い
い
。 

 

こ
こ
に
、
ず
っ
と
。 

【
文
】
自
然
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
主
任
研
究
員 

森

英
章 

【
イ
ラ
ス
ト
】
小
笠
原
高
校 

高
橋
ひ
か
る
・

高
橋
海
里 

 
●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会
事
務
局
２
―
３
１
１
７ 

  

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

 
 
 
 

（Ｏ
Ｗ
Ａ
）の
コ
ー
ナ
ー  

◎
八
丈
島
で
見
ら
れ
た
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
に
つ
い
て 

 

今
シ
ー
ズ
ン
の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
ト
ピ
ッ
ク
と
い

え
ば
、
昨
年
末
に
八
丈
島
周
辺
で
見
ら
れ
た
ザ
ト
ウ

ク
ジ
ラ
。
先
日
、
小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー
職
員
の
方

が
、
八
丈
島
で
撮
影
さ
れ
た
尾
ビ
レ
の
写
真
を
持
っ

て
き
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
Ｏ
Ｗ
Ａ
に
あ
る
個

体
識
別
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
何

と
昨
年
１
月
に
母
島
で
確
認
さ
れ
た
個
体
で
あ
る
こ

と
が
判
明
し
ま
し
た
。 

               

                         
 

引
き
続
き
、
Ｏ
Ｗ
Ａ
で
は
こ
の
個
体
の
情
報
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
写
真
な
ど
お
持
ち
の
方

が
い
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。  

 

ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
繁
殖
海
域
が
北
上
し
て
し
ま
っ

た
の
で
は
？
と
も
聞
か
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

今
シ
ー
ズ
ン
の
定
点
観
測
の
結
果
を
見
る
と
、
平
均

よ
り
も
多
い
頭
数
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
北
太
平
洋

全
体
で
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
個
体
数
増
加
が
報
告
さ
れ

て
い
る
の
で
、
繁
殖
海
域
が
拡
大
し
て
い
る
と
解
釈

し
て
も
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
の
ザ
ト

ウ
ク
ジ
ラ
の
動
向
に
も
注
目
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

一
般
社
団
法
人 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
２
１
５ 

 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
179 

 

◎
交
尾
ガ
メ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い 

今
年
は
昨
年
と
比
べ
る
と
１
か
月
程
早
い
２
月
下

旬
頃
か
ら
交
尾
ガ
メ
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
ア
オ

ウ
ミ
ガ
メ
の
来
遊
に
は
水
温
が
関
係
し
て
い
る
と
い

う
説
も
あ
り
、
エ
サ
場
で
あ
る
内
地
も
暖
冬
と
い
わ

れ
て
い
た
今
年
は
、
カ
メ
の
来
遊
頭
数
も
多
い
可
能

性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
交
尾
亀
は
メ
ス
が
オ
ス
を
背

負
っ
て
泳
い
で
い
る
た
め
に
、
単
独
の
カ
メ
よ
り
も

泳
ぐ
ス
ピ
ー
ド
が
遅
く
、
船
に
対
す
る
反
応
も
鈍
い

こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
平
成
25
年
に
は
船
舶
と
の

衝
突
に
よ
り
死
亡
し
た
亀
が
大
村
海
岸
に
打
ち
上
が

っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。船
舶
を
航
行
す
る
際
に
は
、

交
尾
亀
へ
の
ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。 

◎
平
成
27
年
度
ウ
ミ
ガ
メ
報
告
会 

３
月
12
日
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に
て
「
平
成
27

年
度
ウ
ミ
ガ
メ
報
告
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
報
告

会
で
は
、
小
笠
原
小
学
校
５
年
生
が
カ
メ
の
総
合
学

習
で
学
ん
だ
こ
と
を
テ
ー
マ
に
、
劇
や
紙
芝
居
な
ど

を
織
り
交
ぜ
て
楽
し
く
発
表
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
未
来
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
を

グ
ル
ー
プ
ご
と
で
考
え
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
聞
き
取
り

調
査
な
ど
を
行
っ
た
結
果
も
合
わ
せ
て
発
表
し
て
く

れ
ま
し
た
。
Ｅ
Ｌ
Ｎ
Ａ
（
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

エ
バ
ー

ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・ネ
イ
チ
ャ
ー
）
か
ら
は
、
毎
年
海
洋
セ
ン

タ
ー
で
行
っ
て
い
る
ヘ
ッ
ド
ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
事
業

お
よ
び
２
０
１
５
年
度
の
産
卵
状
況
な
ど
に
つ
い
て

の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
Ｅ
Ｌ
Ｎ
Ａ
と
共
同
研

究
を
行
っ
て
い
る
東
京
海
洋
大
学
う
み
が
め
研
究
会

か
ら
も
、
小
笠
原
で
食
用
の
た
め
に
処
理
し
た
カ
メ

の
内
容
物
に
つ
い
て
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
当
日
は

村
民
を
中
心
に
た
く
さ
ん
の
方
に
お
集
ま
り
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

 

こ
の
報
告
会
が
、
小
笠
原
の
ウ
ミ
ガ
メ
の
現
状
を

知
る
機
会
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。 

～
村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
～ 

 

ウ
ミ
ガ
メ
の
調
査
や
飼
育
業
務
の
村
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
週
１
回
で
も
構
い
ま
せ

ん
の
で
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

 
 

２
―
２
８
３
０ 

（認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・ネ
イ
チ
ャ
ー
） 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://bonin-ocean.net 

 

 
平成 27年 12月 20日：母島で撮影 

 
平成 27年１月６日：八丈島で撮影 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   ウエザーステーションからの定点観測結果 
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均
発
見
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数
（
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0

分
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今シーズン 

平均値 
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イルカ：今月は、新しい保健師の紹介です。 

内 村： みなさん、はじめまして♪８月から父島の保健師になりました内村和美（うちむら かずみ）です。

うっちー、うっちゃんと呼ばれています。 

まだ小笠原にきて数週間しか経っていませんが、小笠原の生活に慣れて、早くみなさんに覚えて

いただけるように頑張ります。島の野菜や果物を使った料理に挑戦してみようかと思っていま

す！！ 

よろしくお願いしますm（＿ ＿）ｍ 

イルカ：みなさま、よろしくお願いします。 

 

― 村民課福祉係 ― 

― 第１９４号 ― 

 

クジラの伝言板 

 

 

村民課福祉係 

 2－3939 

 

保健師：クジラさんのこころの調子はいかがですか？  

クジラ：私は毎日、ゆっくりお風呂に浸かってリラックスタイムを作っています！ 

最近、転職したと聞いていた友達のイルカさんが、元気がないみたいで気になります。 

保健師：それは心配ですね。お友達の事でも、ご自身の事でも、心配な時は、診療所や保健所・

村の保健師にも相談できますので、いつでも連絡してくださいね。 

 

新年度になり、生活環境が変わった方もいらっしゃるのではないでしょうか。 

環境が新しくなると、人間関係や生活習慣が変わるため、疲れがたまり体調を崩すことがあると思います。 

今回のけんこう通信は、村民の皆さんが心も身体も健やかに新しい年度をはじめられるよう、ストレスにつ

いてのお話です。 

①生活習慣を整えましょう 

こころの健康を保つためには、体のコンディションを整え

ることが重要です。 

1日 3回栄養バランスが取れた食事と十分な睡眠時間、適

度な運動をすることで健康な状態を保つことができます。 

②頭を柔らかくしましょう 

 「～でなければならない」と物事を固定的に考えてしまって

いると、うまくいかないときに強いストレスを感じてしまう

でしょう。上手くいかなかった事を見つけたと同時に、実際

にできている事、うまくいっている事に注意を向けると気持

ちが少し楽になるのではないでしょうか。 

 

ストレスとは、外部から刺激を受けた結果として引き起こされる緊

張状態のことです。 

刺激には、環境や体の変化や不安や悩み、仕事の忙しさなどがあり、

私たちの日常の中で起こる変化は全てストレスになります。嫌なこと

や辛いことだけではなく、楽しいこと・嬉しいこともストレスの原因

となります。 

 

 

ストレスって何？ 

こころの SOS 

ストレスにうまく対処できずにいると、次のような変化が現れます。 

＜心理面＞ 気分が沈む、意欲の低下、イライラ、緊張、不安、理由もなく悲しいなど。 

＜身体面＞ 寝つきが悪い、熟睡できない、食欲の低下、急激な体重減少・増加、 

首や肩のこり、動悸、息苦しさ、めまい、耳鳴りなど。 

＜行動面＞ 作業効率・集中力の低下、ミスが増える、ボーっとする時間が増えるなど。 
 

このような症状が 2週間以上続く場合は「うつ」の状態が疑われますので、医療機関

への受診・相談をお勧めします。 

こころの健康を保つ生活 

③こころが休まる時間を持ちましょう。 

仕事中でも深呼吸やストレッチ、少し歩くなど短い休 

憩を取り入れて気分を変えてみましょう。 

また、疲労をためこむと「うつ」に繋つながったり、

注意が散漫になり思わぬ事故にもつながります。 

疲れを強く感じた時は、早めに休養を取るように心

がけましょう。 

 

「ストレスは人生のスパイス」とも言われ

ています。ストレスに気づき、適切に対処す

ることができれば、人生を豊かに送る１つの

要素になるでしょう。自分自身でストレスを

コントロールする技を身につけることが重要

です。 

 

 

ストレスは人生のスパイス 



ははじま丸島めぐりクルーズ申込受付（～７） 東京三弁護士会による法律相談（父島）

西ノ島クルーズ・ははじま丸運賃補助申込受付（第１回）（～２１）

ありがとう！おがさわら丸・ははじま丸フォトコンテスト審査投票（～８）

小笠原村産業祭出店募集（～１５）

地域振興に係る補助事業（第１回）募集（～２２）

固定資産課税台帳閲覧（～３／３１）

価格等縦覧帳の縦覧（～５／３１） 　　　　出港日

小笠原村職員募集（紙面参照） 千尋岩ルート外来種除去（父島）

千尋岩ルート外来種除去ボランティア募集（～１３） 高校図書館開放

ギャラクティック・キッズ申込受付（～１２） 母島巡回労働相談

硫黄島３島クルーズ申込受付（～５／６）

　　　　入港日

世界自然遺産に関する取組発表会（母島）

森林生態系保護地域への入林受付および簡易講習（母島）

高校図書館開放 乳幼児健診・歯科健診（母島）

世界自然遺産に関する取組発表会（父島）

　　　　出港日 　　　　入港日

産科・婦人科専門診療（父島）（～２２）

春の全国交通安全運動（～１５） 電話による無料法律相談

母島乳幼児計測会

小笠原小中学校入学式 西之島クルーズ（第１回）

母島小中学校入学式 亜熱帯農業センター施設公開

第４８回小笠原高等学校入学式

定期予防接種 　　　　出港日

　　　　入港日 高校図書館開放

はは丸ナイト

乳幼児健診・歯科健診（父島） 産科・婦人科専門診療（父島）（～２６）

ははじま丸島めぐりクルーズ

ジャズフェスティバル

母島交通安全講習会

高校図書館開放

　　　　出港日 　　　　　　　入出港日

ありがとう！おがさわら丸・ははじま丸フォトコンテスト審査投票（おがさわら丸船内：～6/5）

狂犬病予防注射（父島）

行政相談所の開設 産科・婦人科専門診療（母島）

村民相談 予防接種（母島）

狂犬病予防注射（母島）

ヘルスアップ教室（父島）

ギャラクティック・キッズ開催（父島）

　　　　入港日

東京三弁護士会による法律相談（母島） 　　　　　　　入出港日

「宝石サンゴでアクセサリー作り」（父島）（～１５）

ビジターセンター講演会

土

金

30 土

20 水

27 水

28 木

1 金

2 土

3 日

日付 曜日 行　事　予　定

215 火

23

火

4 月

6 水

木

13

12 火

8

土

22 金

木

金

金

10 日

11 月

水

9 土

月

14 木

24

16

15

19

26

29

7

行　事　予　定日付 曜日

25 月

日

日

火

17

18

昭和の日 


